
番号 団体名 特色ある取組

1 横浜市立鳥が丘
とりがおか

小学校ＰＴＡ

より多くの保護者がＰＴＡ活動に関われるよう、単発で協力できる「ワンデー
サポーター制度」を導入した。また、デジタルツールを活用したペーパーレス
の推進や連絡・話し合いの導入により、来校しなくても情報共有や意見交換が
できる体制を整えた。このようなＰＴＡ活動への理解と協力を得られる環境づ
くり、仕事や家庭の事情がある保護者でも無理なくＰＴＡ活動に関われる環境
づくりは好評を得ている。

2 横浜市立都田
つだ

中学校ＰＴＡ

事前に年間の活動概要を分かりやすく示すことで、ＰＴＡ活動を初めて経験す
る保護者も安心して参加できる環境を整え、保護者参画の促進に大きな成果を
上げている。この取組を踏まえ、今後はより保護者が参画しやすい体制づくり
を目指し、総ボランティア制への発展的な移行を予定している。
また、子どもの心と体と未来を守る活動として「性教育」に力を入れ、学年毎
と保護者向けの講演会を行っている。

3 横浜市立下郷
しもごう

小学校ＰＴＡ

「やらされるＰＴＡからやりたいＰＴＡへ」を掲げ、校外以外の委員会を廃止
し完全立候補制へと刷新した。任意加入の徹底やＩＣＴ導入によるペーパーレ
ス化、スマホで完結するクラウド会計等により役員の来校頻度を年30回から年
15回程度に削減する等の改革をした。ベルマーク仕分けを地元特別支援学校の
就労支援として協力依頼し、地元の福祉と連携した新たな地域貢献を実現し
た。

4
横浜市立盲

もう

特別支援学校ＰＴ

Ａ

毎年、ＰＴＡが最寄駅からの通学路を点検し、周辺整備や点字ブロックの清掃
を行い、破損があれば区役所・土木事務所・警察署へ補修を要望書として提出
している。また、保護者学習会として、進路理解と地域福祉への関心を深める
ための進路先や地域障害者施設の見学会の企画や、視覚障害をより理解するた
めの講演会や視覚障害補助機器の紹介・研修を行うなどして、参加者から好評
を得ている。

5 川崎市立川中島
かわなかじま

中学校ＰＴＡ

委員会活動に参加したいと思ってもらえるように、参加した方に体育祭の観覧
スペースや合唱コンクールの委員席を確保している。活動を通じて小学校との
違いを近くで感じ、成長を見守ることができる。オンラインを活用して校則に
関するアンケートを保護者に行い、集計をして学校とも共有した。保護者の意
見をしっかり伝えることができ、校則の一部見直しにつながった。

6
川崎市立西丸子

にしまるこ

小学校保護者

と教職員の会

働く保護者が参画しやすいよう、５名の共同代表制を導入し、会長業務を得意
分野で分担するとともに、ＩＴ担当役員を設置することで、生成ＡＩの活用
（文書と規約の整合性の確認）やオンライン総会を実現した。また、ＰＴＡが
長年、地域の各団体とのパイプ役を担うことで、学校・地域の関係団体が連携
して子ども向けのイベントを多数開催し、子どもの体験機会の充実を図ってい
る。

7 川崎市立鷺沼
さぎぬま

小学校ＰＴＡ

年度明け早々の５月に人気のイベント（サイエンスショー）を実施した。例年
子どものみに開放しているものを保護者の参加も可能にしたことで大いに盛り
上がり、メディアの取材も受けるほど注目を集め、会員数増加につながった。
ＰＴＡの可視化を図り、その楽しさや意義を周知するため、ホームページをリ
ニューアルし、各委員会の活動報告や学校行事の様子を伝えるなどきめ細やか
な広報活動に取り組んだ。

8
横須賀市立不入斗

いりやまず

中学校ＰＴ

Ａ

３役を中心に行った役員会の内容を運営委員会で周知した。周知内容を各委員
会がスムーズに実行し、活動が行われた結果、活動内容の精選、会費の健全化
等、開かれたＰＴＡ活動につながった。学校と共催で防災・防犯イベントを初
めて開催した。学校が招いた市の危機管理課・都市戦略課の講演後、ＰＴＡに
よる防災に関するクイズ大会を行い、生徒の防災に対する関心・興味を引き出
す機会を設けた。

9
横須賀市立北下浦

きたしたうら

小学校ＰＴ

Ａ

『ＰＴＡいっしょにかえろうの日』を毎月１回行っている。親子一緒に下校
し、通学路の中で危険と思われる箇所等をチェックしてもらう。７月に通学路
マップを発行し、また、１月の『いっしょにかえろうの日』では、保護者に下
校指導報告書を配布、通学路チェックを行い提出してもらっている。登下校の
安全注意喚起として成果を上げるとともに、会員相互の交流機会の創出にもつ
ながっている。
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10 鎌倉市立大船
おおふな

中学校ＰＴＡ

長年続いていた委員会制度を廃止し、単発参加も可能なボランティア募集制度
を導入した。多様な保護者が参画しやすい体制づくりを進めたことで、主体性
をもった取組みが定着し、持続可能な組織運営となっている。会費の見直しを
行い、活動内容の精選と透明性の高い会計運営を行うとともに、限られた予算
の中で、実効性の高い活動を展開し、他校の参考となる取組として評価されて
いる。

11 藤沢市立大庭
おおば

中学校桔梗
ききょう

の会

教育活動を支援するとともに、学校支援ボランティアとしても活動をしてい
る。本部・代表者メンバーとは別に、その都度ボランティアを募集する等、一
部の会員に負担がかからないよう工夫して取り組んでいる。３年生の卒業記念
講演会では、企画から運営までを担い、卒業を迎える子どもたちへ保護者から
メッセージを届ける取組を通じて、保護者同士の新たなつながりを持つことが
できる等している。

12
茅ヶ崎市立松浪

まつなみ

小学校保護者

と先生の会（ＰＴＡ）

令和７年度のコミュニティ・スクールの発案に基づき、小和田公民館主催の
「こわだ子どもキッチン」に参画し、夏休み中の児童の居場所づくり、孤食の
防止と食育を推進した。地域住民や関係団体との調理実習や食事をとおして、
共働き世帯の昼食確保という地域課題の解決に大きく寄与するとともに、異世
代交流を深めたこの取組は、参加者から大変好評を得ている。

13
茅ヶ崎市立浜須賀

はますか

小学校ＰＴ

Ａ

児童の交通安全のため、令和７年度に神奈川県ＰＴＡ協議会の支援金を活用
し、オリジナルキャラクター「ハマスカエル」を制作した。このデザインを用
いた反射板キーホルダーを全児童・教職員に配布し、登下校時の安全意識の向
上を図った。創意工夫を凝らした取組は、地域からも好評を得た。安全につい
て、旗振り委員が危険個所をスマホアプリで報告することで、学校と即座に状
況を共有する体制も構築している。

14 葉山町立長柄
ながえ

小学校ＰＴＡ

竹おどりという、かつて運動会で行われていた行事復活のために尽力し、学校
運営協議会や在校生関係者のみならず、元保護者や地域団体とも協力関係を構
築し、広く地域づくりに貢献し、保護者や地域の方から好評を得た。また、講
演会の実施による子どもと保護者が共に学ぶ機会の設定や、毎月の登下校見守
りでは保護者サポーター以外にも町内会や地域企業と連携する等工夫を凝らし
て活動している。

15 葉山町立葉山
はやま

小学校ＰＴＡ

100周年という節目の年に、地元企業の協賛等地域との関係を構築しながら２
日間にわたる式典及びイベントを開催して成功に導いた。この行事は学校、ひ
いては地域との結びつきを醸成する活動であり、広く地域づくりに貢献した。
行事のみならず、交通安全のため万人に見やすい動画教材を作成する、登下校
の見守り活動後の憩いの場を提供する等工夫を凝らした活動を行っている。

16 平塚市立横内
よこうち

中学校ＰＴＡ

「持続可能な活動」をめざし、大胆な組織改革をした。保護者の負担軽減を目
的として、役員人数や業務内容を精査・スリム化し、役員選出に際し協力的な
保護者が増加した。一方、地域・家庭・学校の三者が集う「納涼祭」や「公民
館まつり」といった伝統行事は、交流を深める最重要の場として継続してい
る。効率化により生まれた余力で活動の質をさらに高め、地域社会との繋がり
をより強固なものへと発展させた。

17 二宮町立二宮
にのみや

小学校ＰＴＡ

通学方法の見直しや登下校の安全確保について、地域ボランティアと連携を図
り、無理なく安心して関わることができるＰＴＡとなっている。毎年イベント
委員会が計画している事業では、外部団体の協力により子どもたちの文化的教
養も深められている。ＰＴＡ会員が地域の方々と協働して教育活動を支えてい
るため、教育活動がより豊かで安全なものとなり、子どもたちも安心して学習
に取り組んでいる。

18

小田原市立久野
くの

小学校「保護

者と先生の会」（Ｐ・Ｔ・

Ａ）

各常任委員会による業務の精選や、会議等の一部オンライン実施により、役員
を担う方や学校教職員の負担軽減を図ることで、参加しやすい環境を整え大変
好評を得ている。また、学区内の各社会福祉団体や各単位自治会と良好な関係
が長く継続されており、協働事業を企画運営、展開することで役員同士の交流
や親交を深める機会となるとともに、地域の方と児童との世代間共有の場とも
なっている。
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19 小田原市立城南
じょうなん

中学校ＰＴＡ

新たな組織形態を構築し、本部役員が業務を分担して会員の負担を軽減し効率
化を図っている。諸活動への参加協力依頼はその都度本部役員が発信し、参加
者数も増加傾向となる等望ましい組織に近づいている。城南中学校区のＰＴＡ
による交流イベントを主導し、自治会回覧により地域にも周知し1,000名近い
来場者があった。ＰＴＡ本部役員が工夫を凝らし、多くの日々の活動や取組を
発表できる場となった。

20 松田町立寄
やどりき

小学校ＰＴＡ

児童の安心・安全の確保に対して積極的かつ継続的に尽力し、児童及び職員の
非常食等を計画的に整備している。令和７年度において家庭数15のすべての保
護者が会員として所属し、本部役員ならびに専門委員として、何らかの役職を
担う体制を築いている。役職を一部の方に委ねるのではなく、「みんなで支え
る」という意識が自然と根づき、全保護者が主体的に学校運営を支える姿勢を
共有している。

21
神奈川県立希望ケ丘

きぼうがおか

高等学校

ＰＴＡ

活動の形骸化や会費の公平な還元という課題から、組織改編と費用面等の見直
しを進め、学校や各委員会との連携、情報共有を強化したことで活動の意義と
その効率を大いに高めた。ＰＴＡ本部が地域との連携を深くすることを目的と
して、地域の絵画教室に文化祭の展示スペースの一端を担ってもらっている。
準備段階から共に会場設営をし、年々交流が深まっている。

22
神奈川県立上溝

かみみぞ

高等学校ＰＴ

Ａ

年間５回、朝の通学時間帯を中心に、学校周辺の交通量の多い交差点等での交
通指導及び危険な場所での見守り活動を、相模原市中央区役所、神奈川県警相
模原警察署、相模原交通安全協会、上溝母の会等の団体と連携して実施した。
この結果、生徒の交通ルールや交通マナーを遵守する規範意識を向上させると
ともに、互いに挨拶を交わす姿もあちこちで見られるようになるといった成果
を上げている。

23
神奈川県立川和

かわわ

高等学校ＰＴ

Ａ

ＰＴＡ総会をＷｅｂ形式に変え、「ＰＴＡ総会期間」を設けたことで、多くの
会員が参加できる総会となっている。また、学年ごとに保護者交流会を設定
し、ＰＴＡ主催で保護者間のコミュニケーションを図る機会を設けている。近
隣の自治会員でもある保護者も所属する「背中の会」とともに、地区のお祭り
や学校の文化祭で模擬店を出店し、生徒や近隣住民との交流を図った。

24
神奈川県立座間

ざま

高等学校ＰＴ

Ａ

「出来る人が、出来る時に、出来る事を」をスローガンに、本部、広報、環境
整備、会員活動の各委員会等に分かれ、会員の１割を超える約100名の保護者
が役員として主体的な活動をしている。20年以上の歴史を持つ「藍の栽培と一
連の活動」に、令和６年度からは「ヒマワリ染め」等が加わり、近隣小学校で
の染物体験教室等に発展した。令和７年度からの「制服リサイクル」等も併
せ、学校内外から好評を得ている。

25
神奈川県立市ケ尾

いちがお

高等学校Ｐ

ＴＡ

本部、広報委員会、環境委員会、学年委員会で構成され、それぞれが大変活発
に活動している。令和７年度は、横浜北地区大会において優秀な成績を収めた
「学び、行動するＰＴＡ」を発表し、11月に行われた第63回神奈川県立高等学
校ＰＴＡ連合会大会でも発表し、団体表彰を受ける等大きな成果を上げてい
る。ＰＴＡ広報紙「市ケ尾」も、ＰＴＡ広報紙コンクールにおいて「写真賞」
を受賞し、好評を得ている。


